
第11章

生物活性研究所

第 1節前 史

千葉医科大学(以後千葉医大〉衛生学講座研究室においては、昭和 2年以来松村議

教授指導の下に食品腐敗と防腐に関する研究が行われており、その業績より昭和13年

頃軍需糧稼の防腐に関する研究所設立を陸軍筋より要請されたが、文部省が採用する

ところまでには至らなかった。第2次世界大戦末期の昭和20年2月千葉医大教授会に

おいて当時の小池敬事学長より衛生学研究室にて開発中の酪酸菌培養F液による食品

腐敗防止の研究を発展させるため、附属研究所の設置を立案中である旨報告された。

とくに戦後のわが国の食糧事情は日を追って緊迫の度を深め、国民の食生活に対する

不安は極度に増大し、食糧問題の解決こそ戦後平和日本再建の鍵と言っても過言では

なかった。この問題の解決は増産への努力と同時に限られた食糧の最大限の利用と

腐敗防止によりその目的を達し得られるものと考えられた。昭和21年2月千葉医大は

昭和21年度概算要求事項の 1つとして附属腐敗研究所設置案を文部省に提出した。腐

敗研究所としづ名称については法制局内に異論もあったと伝聞しているが、昭和21年

9月10日「腐敗に関する学理とその応用」を目的とした千葉医大附属腐敗研究所が設

立され、研究部門は第 1部(腐敗研究部〉と第 2部(微生物化学部〉であった。その

設置場所は千葉医大の戦災復旧計画の一環として昭和21年 2月千葉医大が大蔵省東京

財務局より一時使用許可を得ていた千葉郡津田沼町大久保の旧陸軍施設のうち旧陸軍

習志野学校(かつての騎兵16連隊〉跡地(現習志野市泉町〉内の毒ガス研究棟の鉄筋

コンクリート建物や木造建物を利用することになった。当初計画案では千葉医大附属
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第 1節前 史

薬学専門部と研究所が使用することになっていたが、薬専の利用可能な実習施設がな

いことから計画は変更され、研究所と附属病院分院(昭和36年度廃止〉がこれら施設

を利用することとなった〈これら施設中33，290m2は昭和40年3月10日大蔵省関東財

務局より千葉大学に所管替〉。

研究所設置と同時に小池千葉医大学長が所長に補せられ、第 1部門教授に主たる研

究所立案者であった千葉医大助教授相磯和嘉が就任、翌22年7月附属薬専教授宮木高

明が第 2部門教授に就任し、ここに腐敗研究所の協力体制が確立された。腐敗研究の

対象の主体は微生物であるが、自然に広く分布して、われわれの生活特に食生活に密

接な関係をもっ多種多様の非病原微生物を取扱うもので、この点主働微生物の限定さ

れている病原微生物学や醗酵微生物学とは自ら異る立場をとるもので、この点腐敗

研究所の特色でもあった。従って、腐敗細菌の生態、生理の解明及び系統的分類(細

菌学、生化学〉、腐敗機構の化学的解明(衛生化学、生化学〉、抗菌性物質の防腐剤と

しての食品への応用の問題(合成化学、薬理学、病理学〉、拾抗療法菌(乳酸菌、 酪

酸菌剤〉、抗生物質の探求(細菌学、放線菌学、真菌学、有機化学〉、食中毒(細菌学、

公衆衛生学、薬理学、病理学〉などが研究テーマとしてとりあげられた。このような

研究は総合的に各学問分野の学理、方法論を必要とするもので、当初より本研究所の

組織構成は 5部門以上が望ましいものとして立案されたゆえんで、あった。しかし、設

立時2部門であったため、まず、腐敗機構解明のため細菌学的ならびに化学的アプロ

ーチと拾抗療法菌剤ならびに防腐剤としての抗菌性物質、抗生物質の探求の 2つのプ

ロジェクト研究が開始された。

昭和24年 5月31日千葉医大が新制千葉大学医学部として新たに発足するとともに千
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生物活性研究所第11章

葉医大附属腐敗研究所は暫くは移行過程を辿るにしても千葉大学附置腐敗研究所とな

った(相磯和嘉教授及び柳沢文徳助教授は人事的には千葉医大関係であり、昭和27年

4月 1日付で千葉大学教授及び助教授となった〉。

生物活性研究所への歩み第 2節

腐敗研究所第 1回教授会の開催1. 

昭和24年5月31日付で本研究所は千葉大学附置腐敗研究所となり、第 2部門教授宮

木高明は昭和24年7月千葉大学薬学部長に配置換えになったが、なお第2部門を兼務

した。昭和28年 1月第 2部門教授に柳田友道が就任した。その前年27年に制定された

千葉大学教授会規程に基づき本研究所教授会規程も制定され、昭和28年2月10日第 1

回腐敗研究所教授会が開催された。ちなみに第 1回教授会出席者はつぎの通りであっ

た。小池敬事所長〈兼・学 千葉大学附置腐敗研究所第 1回教授会後記念撮影

(昭和28年 2月10日〉柳田友道相磯和嘉教授、

教授、宮木高明教授〈兼・薬〉、

長〉、

谷川久治教授(兼・医〉、小林龍

男教授(兼・医〉、柳沢文徳助

春雄事務官及び玉川文雄事務局

長であった。事務局長は第 1回

教授会であるとして特に出席し

教授、佐竹一夫助教授、新井正

助教授、平川秀夫事務長、高崎

玉
川
事
務
局
長

相
磯
教
授
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で協議後、相磯教授が千葉大学



第 2節生物活性研究所への歩み

千葉医科大学教授会に参加し、同教授会の報告承認事項であった。

2.腐敗研究所の機構と研究部沿革

千葉医大附属腐敗研究所第 1部(腐敗研究部〉、第2部〈微生物化学部〉は昭和24

年 5月31日付で千葉大学附置腐敗研究所第 1部、第2部となり、昭和26年3月31日付

で事務長も初めて発令された。

第3部(抗生物質部) :本研究所設立以来継続されてきた第 1、2部の協力研究の

うち、第 1部門の放線菌、抗生物質研究グループの業績が認められ、昭和27年4月1

日に新設され、その後、第3音1)に抗生物質中間試作工場〈昭和37年12月〉が併設され

7こ。

第 4部〈食中毒研究部) :細菌性あるいは自然毒による食中毒の中毒学的、薬理学

的研究、食中毒治療剤開発あるいは防腐剤、抗生物質の薬理学的研究の必要性から、

薬理学を基盤とした第4部が昭和31年4月1日に新設された。

第 5部(食品防腐剤研究部) :食品防腐剤、食用色素などの食品添加物指定の際の

わが国の毒性試験の基準は不充分、不徹底で、あったことや食品加工業者の防腐剤の乱

用は公然の秘密であったことなどより、食品添加物の潜在的毒性の検討は本研究所設

立当初からの研究テーマの 1つであった。急性、亜急性毒性や分析法などの研究は既

設部門で実施されていたが、特に病理学を基盤とした部門の増設を強く希望していた

が、昭和38年 4月 1日に新設された。

第6部〈有害真菌研究部) :昭和20年代末に輸入南方産米のカピ汚染による黄変米

問題は、食糧に関して安定しつつあった世情を再び緊迫化させた。昭和30年夏、寅変

米の汚染に関連する真菌研究部門やマイコトキシン〈カピ毒〉の化学的研究部門など

の増設を伴う腐敗研究所の拡大改組の検討を文部省より打診されたが、実現のはこび

には至らなかった。昭和35年(1960)単離されたマイコトキシンの 1種アフラトキシ

ンに発ガン性が見出だされ、マイコトキシγの研究は急務のこととなり、昭和42年 6

月1日真菌ならびにマイコトキシンの研究部門として第6部門が新設された。

千葉大学附属図書館腐敗研究所図書分館:昭和45年10月5日腐敗研究所図書分室は

図書分館に昇格した。

千葉大学附置腐敗研究所の機構を図示すればつぎ、の通りであった。
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i豆豆|

一第 1部(腐敗研究部〉

一(研究系統)-1-第 2部(微生物化学部)

一第 3部〈抗生物質部〉一抗生物質中間試作工場

一第 4部〈食中毒研究部〉

一第 5部〈食品防腐剤研究部〉

ー第6部(有害真菌研究部〉

庶務係

一(事務系統〉一事務部-1-会計係

一図書係一

敷地 23，296. 5m2 

建物 4，919m2 

図書分館

3. 生物活性研究所の機構と研究部門施設の沿革

腐敗研究所も設立時の 2部門より 6部門となり、当初の設置目的であった「腐敗の

学理と応用に関する研究」の成果も着実に挙げてきたが、研究の発展に伴い、対象も

広範囲な生物活性現象にまで拡大し、所期の目的と昭和30年代半ばからの実態はかな

り異ってきた。その実態に即応した改組案を昭和41年より検討し、昭和48年9月29日

国立学校設置法等の一部を改正する法律 (103号〉により「生物活性の学理と応用に

関する研究」を目的とした生物活性研-究所に改組された。その時点における部門はつ

ぎの通りであった。

部門 新 !日

第 1部 酵素化学研究部 微生物化学部

第2音1) 薬理活性研究部 食中毒研究部

第3部 毒性病理研究部 食品防腐剤研究部

第4部 活性天然物化学研究部 有害真菌研究部

第5部 抗生物質研究部 抗生物質部

第6部 食中毒研究部 腐敗研究部

事務部

生物活性研究所附属抗生物質製造試験施設:昭和50年4月1日設置された。

生物活性研究所附属機器セ γター:昭和51年 5月10日設置された。
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第7部(生体膜研究部):生物活性研究

所第 1部(酵素化学研究部〉において昭和

40年以来実施してきた生体膜に関する研

究分野の一層の発展を期して、独立部門

として概算要求し、昭和52年 4月18日付

で10年時限の研究部として新設された。

千葉大学附属図書館生物活性研究所分

館は研究所が昭和52年10月亥鼻地区の新

営建物に移転完了に伴い、千葉大学附属

図書館医学部分館と統合し、昭和53年 4

月 1日千葉大学附属図書館亥鼻分館とし

て、千葉大学亥鼻地区の独立機関として

新たに発足した。

昭和37年度より千葉大学大学院医学研

究科博士過程を担当したが、その後新設

された活性天然物化学研究部(旧有害真

菌研究部〉は昭和46年度、生体膜研究部

は昭和53年度より千葉大学大学院薬学研

究科修士過程を担当した。なお、昭和54

年度より酵素化学研究部、活性天然、物化

学研究部、生体膜研究部は大学院薬学研

究科〈前期・後期過程〉を担当すること

になっている。

4. 運

正

本

1 

門として使用した〉

ρ-'-4 

凸

「う

館

本研究所の重要事項に関しては教授会がその定められたところにより審議し、また

諸規程、内規及び申し合せを定め、運営している。研究の円滑化のために所内に諸委

員会を設けている。

所内委員会沿革

①放射性同位元素管理委員会:昭和28年 1月16日腐敗研究所放射線障害予防規程

を定め、本委員会を発足させた。昭和35年 2月11日制定の千葉大学放射性同位元素委
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員会規程に基き、放射性同位元素管理委員会規程を定め、昭和52年5月1日千葉大学

放射性同位元素委員会規程の改廃に伴い、同年6月1日規程を改正し、運営している。

② 図書委員会:千葉大学附属図書館規程に基き、委員会内規を定め、昭和29年 1

月13日より施行した〈昭和46年6月9日、 48年9月29日、 53年4月1日一部改正〉。

③ 研究連絡会議:研究交流と推進のため昭和28年5月20日内規を定めた(昭和48

年 9月29日一部改正〉。

④ 機器センター運営委員会:共用性の高い計測機器類の管理運営を中央化し、研

究能率増進を目的として昭和30年5月 1日計測器管理委員会を設け、昭和35年7月27

日 共用備品管理委員会と改め、さらに昭和53年 6月14日附属機器センター運営委員

会に統括された。

⑤ 研究集談会:研究者の研究推進及び相互理解の促進を目的として昭和31年7月

19日に内規を定め、毎月定例で開催している(昭和48年9月29日一部改正〉。

⑥ 実験動物管理委員会:実験動物舎の管理運営のため昭和33年 4月1日内規を定

めた(昭和48年9月29日一部改正〉。

⑦ 微生物委員会:当初は責任者を設け病原菌管理を行ってきたが、昭和45年10月

に申し合せを定め、菌株保存を主役割とする本委員会が札j哉され、病原菌、有害微生

物による動物実験管理も実験動物管理委員会と協力して行っている(昭和48年10月

日本微生物株保存機関連盟に加盟〉。

③ 所内連絡委員会:従来、教授懇談会で行われていた長期計画を昭和44年に申し

合せを定め長期計画委員会が担当し、研究所改組案、新営問題、新設要求部門の検討

の外、所内問題に関する幅広い活動を行ってきたが、昭和53年 4月1日に改正し、所

内連絡委員会とした。

生物活性研究所の機構を図示すればつぎの通りである。

所長一一一一}

一第 1部(酵素化学研究部〉

一第2部(薬理活性研究部〉

一研究系統一卜第 3部(毒性病理研究部〉

一第4部(活性天然、物化学研究部〉

一第5部(抗生物質研究部〉

一第 6部〈食中毒研究部〉

一第7部(生体膜研究部〉

一一一一附属抗生物質製造試験施設

一一一一一附属機器センター

「庶務係
一事務系統一事務部-1": 

」会計係

建物 3，458m2 
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5. 研究成果

千葉医科大学衛生学教室における昭和2年(1927)以来の腸内菌叢および自然界に

おけるザプロフィーテン(雑菌〉の広汎な研究の過程において、当然腸管内ならびに

自然界においても絶えず観察されている微生物問の拾抗現象の解明の努力が昭和10年

(1935)より開始されていた。このことはペニシリンの再発見が昭和14年 (1939)以

後であることを思えば先駆的な着眼ということができょう。当時宮入が、嫌気性腐敗

菌 Clostridiumρutrificumに強い拾抗作用を有する芽胞菌を発見したが、 この菌

は相磯和嘉が貝類から分離した抗腐敗性を有する酪酸菌の或る型と同じものであるこ

とが判明し、相磯はその応用研究を企図し、また千葉医科大学薬学専門部宮木高明は

これに協力して有効成分の化学的研究を開始した。このことが昭和21年 (1946)研究

所設立の端緒である。このようにして戦後の逼迫した食糧事情下の我国において、腐

敗による食糧の損失を防止し、食中毒の発生を予防する使命をもって腐敗研究部と微

生物化学部の 2部門、言葉を換えて言えば医学、薬学の協力体制を組んで腐敗研究所

が発足した。したがって、創立当時の研究の中心はこの酪酸菌による魚介類、米飯、

パンなどの防腐試験とともに、ペニシリンの発見に刺激されて、腐敗微生物に発育阻

止力を有する抗菌性土壌微生物の研究におかれた。

この研究では混合培養、接触培養などの方法で抗菌力が検定され、高力価心培養液

を生産する条件などについても検討された。有効成分の抽出、精製も進められたが防

腐試験はもっぱら培養液そのものが用いられた。

昭和22年12月(1947) I科学J18巻 3号に寄せられた腐敗研究所の紹介文の結び、と

して医学のみならず、他の研究分野の研究者の参加と共同研究を呼びかけていること

は、最近の盛んな学際的研究を予見するものであり研究所設立の理念として先見の明

と言うべきであろう。

昭和23年から25年にかけて、食品の新鮮度保持に有力な防腐剤の検討が精力的に展

開され、防腐剤ニトロフラゾー γについて研究所総力をあげての広範な研究が行わ

れ、その範囲は植物性食品、水産加工品の防腐実験から、毒性試験にまでおよんでい

る。この研究は、我国独得の魚肉ソーセージなどの普及をもたらし敗戦国である我国

国民の体位の向上に大きな貢献をした成果で、ある。同時に現在のような発癌性、{佳奇

性の考慮の余裕が全く無い時代に、これらニトロフラン誘導体の毒性を減ずる必要が

あることを指摘しているのは卓見である。
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デヒドロ酢酸 (DHA)は極めて古く発見された化合物で、あるが昭和24年(1949)

本物質を飲食品防腐剤として応用する特許がアメリカで得られた。昭和26年(1951)

日米医学協議会で我国に紹介されて以来国内に試験研究が活発となった。この防腐剤

の基礎的研究および応用研究はいちはやく研究所の研究プロジェクトとして取りあげ

られ、各種食品に対する防腐効果から定量法、毒性、薬理学的研究まで、が行われた。

DHAの研究がほぼ終了した時ソルピン酸が導入された。ソルピン酸は生体内で代謝

されほとんど無毒で、理想に近い防腐剤と考えられた。 DHAと同様に防腐剤として

の評価が、各部の努力で行われた。すなわち現在我国で使用が許可されている重要な

食品保存料はすべて腐敗研究所における基礎的研究を経て育てられたといって過言で

はなくこの面で大きな役割を果した。

昭和19年(1944)にかけて Martinと Syngeによって開発されたペーパークロマ

イトグラフィーの発見は微量成分の検出や同定に画期的な業績であったが、我国でそ

の手法を開発し実用への応用を開拓した初期の研究は、主として昭和21年(1946)か

ら腐敗研究所で、行なわれた。特にこれによる定量法を開発したことは、腐敗の微生物

化学的研究のみならず、生化学の発展に多大の寄与をした。当時は、蛋白性食品の初

期腐敗の化学的定量法としてはアンモニア体窒素量として各種のアミンをアンモニア

量に換算して測定していたにすぎなかった。ペーパークロマトグラフィーの応用によ

り腐敗アミン類の消長が詳細に解析された。初期腐敗の検出法として食品中のアミン

類を測定することは、現在日常の手技として定着している。

抗菌性土壌微生物の探索中昭和19年(1944)ワックスマ γが放線菌より結核に有効

な抗生物質ストレプトマイシンを発見したというニュースがもたらされ、土壌微生

物、特に放線菌に注目することとなったが、これ以前には、放線菌は人や家畜あるい

は植物の病原菌としてのみ認識されていたにすぎ、ず、現在ストレプトマイセスと呼ばれ

ている抗生物質生産菌群の分離や同定には多大の苦心が伴った。碧素と呼ばれたベニ

シリ γの研究を契機として、微生物学の分野で抗生物質の研究が大きな話題となって

いた時代で、あった。とくに腐敗研究所において我国ではじめてストレプトマイシン生

産菌を分離できたことは高く評価された。これらの研究が突を結び昭和27年(1952)

抗生物質部が増設された。

抗生物質を防腐剤に応用するという目的でストレプトマイシγに引続いて耐性菌に

有効な抗生物質の発見や、抗真菌性抗生物質の研究では第一線に互した。

後に昭和36年(1961)延命草の抗腫蕩成分をとり上げて話題になったことは、近年

ピγカアルカロイドをはじめ植物成分の制癌作用が着目される15年前のことであり抗
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生物質部が永く癌の化学療法の分野で活躍する素地をつくった。

微生物化学部においては昭和28年(1953)頃より微生物発育生理の研究も活発に行

われ、栄養調節法、 Crowding法、 j麗過法などによる向調培養を考案した。これは菌

令により代謝活性、細胞成分の複雑に異なる培養微生物の集団を一斉に分裂、発育す

る細胞集団に変換し、微生物細胞の発育生理を巨視的な生化学の手段で検出しようと

するもので今日日常の微生物学的手法となっている。

原因未詳の食中毒の解明は食品衛生学上重要な任務であるが、昭和26年(1951)以

来サンマ桜干し(サンマみりんぼし〉を摂食して酪町様、じんましん、顔面紅潮、頭

痛を主徴候とする食中毒の発生が報告され、腐敗研究所においていち早くその原因究

明が企図された。やがてその本態は、サγマ、イワ、ン、アジなどを汚染するモルガγ

菌が魚肉中のヒスチジンを脱炭酸し、多量のヒスタミンを生成することが原因であ

り、またその作用は、他のアミンの存在下で更に増強されるものであることが明らか

にされた。これが現在アレルギ一様食中毒として知られているものである。このよう

な業績の上に昭和31年 (1956)食中毒研究部が増設された。

昭和31年(1956)から約10年間食中毒研究部の主な研究テーマはフグ毒であった。

フグ中毒は動物性自然毒による食中毒の内我国独得のものでしかも致命率の最も高い

食中毒である。フグ毒にテトロドトキシγという名称が与えられてから約60年の歳月

を経て、昭和39年 (1964)最終的構造が津田ら、平田ら、 Woodwardらのグループ

によって提出された。

腐敗研究所においては、フグ毒の薬理作用についての千葉大学医学部薬理学教室の

伝統を受けついで、系統的かっ広範な研究が粗毒の時代から行われ、結晶テトロドトキ

シンが得られてからは、さらにこの方面の研究業績が相次ぎ当時の脚光を浴びること

になる。

また中毒学の観点から、向精神薬の副作用と生体アミンの関連性が追及され、とく

にトリプトファン代謝系と脳内セロトニン量との動的関係が明らかにされた。イソカ

ルパジド水解酵素活性を中心としたこの一連の研究から、この酵素活性の動態がプロ

カインの毒性ならびにプラスチック可塑剤をも含む低毒性有機リン剤の毒性発現とも

深い関り合いをもつことが見出されている。

細菌性食中毒は我国食中毒発生件数全体の半数以上を占める重要なものであるが、

その内最も多発するものは腸炎ピプリオ食中毒である。この食中毒の本態が、昭和25

年(1950)の後半まで不明であったことは、この原因菌の好塩性とし、う特異性にも一

因があったで、あろうが重大なことである。
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昭和30年(1955)国立横浜病院における食中毒事件において滝川博士によって分離

された原因菌は昭和25年(1950)大阪府におけるしらす集団食中毒事件に際して藤野

教授によって分離され PasteureUaparahaemol y tica と命名された菌と同ーと決定

されたが、当研究所においては、昭和31年(1956)よりこのいわゆる好塩菌食中毒の

細菌学的検討が開始され、昭和33年(1958)には本菌と我国に多発する生鮮魚介類に

よる集団中毒との関係を暗示する論文が最初に発表された。さらにこれ以後、細菌学

的、病原学的、疫学的等各部の緊密な協力態勢の下に精力的な研究が行われた。

原因菌に関する詳細な系統分類学的研究の結果この菌がピプリオ属に属することを

決定しこの中毒をピプリオ食中毒と呼ぶことを提案したのは坂埼らの Vibrioρarah-

aemolyticω の名称が提案されるに先立つものであった。

昭和25年(1950)後半より環境汚染物質、食品添加物の毒性とくに発癌性に関する

社会的関心が深まっていたが、昭和38年 (1963)に防腐剤研究部が増設され、食品添

加物の毒性、発癌性および安全性に関する問題を中心に研究が進められることとな

り、病理学的、生化学的な多数の研究業績が蓄積された。今日まで防腐剤の候補とな

った多くの物質の亜急性毒性、慢性毒性の検討が研究所で、行われタール系食用色素の

系統的研究により赤色 4号の発癌性も確かめられた。

この間また化学発癌の基礎的研究分野において、特に発癌抑制物質を用いての化学

発癌の機作の解明としづ特色ある研究が行われ今日まで継続されている。すなわち食

品添加物の相乗毒性の研究中防腐剤DHAと発癌性アゾ色素DABを同時投与した

際、予期に反して、 DHAがDAB発癌を抑制するという発見がこの一連の研究の端

緒となった。

さらに発癌抑制作用をその他の薬理効果と結びつけるためにニトロフラ γ誘導体が

注目された。 DABまたは31-methyl D A B に対するニトロフラン誘導体の効果であ

る。発癌性アゾ色素によってRNAポリメラーゼ活性が低下し，細胞核小体の分離を

おこすのに対し、ニトロフランがこれら損傷を抑制することを明確にした。さらにニ

トロフラ γの構造を単純化する目的で、スチルベン誘導体について検討し、スチルベス

テロールはニトロフランの発癌抑制作用を上まわる効果を示すのに反し、 ニトロス

チルベンは発癌を増強する結果を得た。これらの発癌抑制、発癌促進物質を利用する

ことにより、今後さらに容易に発癌進展を代謝上の動きでとらえる可能性がでてき

た。

昭和22年 (1947)代のいわゆる黄変米事件は食糧事情の極度に悪化していた時代で

もあり、経済的な損失という面からも社会的大問題となった。しかし中毒事件の発生
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例が報告されなかったために、その研究はやがて古典的な真菌二次代謝産物の化学的

研究に終るかと思われた。この時代すでに腐敗研究所をかび毒の研究を中心にした研

究所に改組する胎動が感じられたが、黄変米に対する社会的関心が薄れるにつれて、

その機運も去った。

昭和35年 (1960)英国における七面鳥の大量銘死事件の原因物質としてアフラトキ

シγの単離と引続いてその強力な発癌性の発見は、いわゆるかび毒に世界的な関心を

集めるに到った。

腐敗研究所においても、この食品衛生学上重要な問題について直ちに即応する各部

の協力態勢ができあがった。すで、に食品の変敗と防腐剤、食中毒ならびに微生物二次

代謝産物の抽出などの面で研究の基盤があり、充分な設備を有していた研究陣により

マイコトキシンの研究に関しては我国の先鞭をつけることとなり、昭和42年(1967)

有害真菌研究部設置の運びとなった。

この一連の研究は我国農家保存米の有害真菌の検索から、オクラトキシンA、セカ

ロγ酸 D、 ステリグマトシスチ γの単離となりやがて新しいマイコトキシ γとして

フミトレモルジングループのマイコトキシンや、ロイシノスタチンの発見につなが

り、特にフミトレモルジンA、Bについては向神経性マイコトキシンとして薬理学的

にも興味ある問題を提起し、構造一活性相関，痘れん発現機構の研究も進んだ。さら

にセカロン酸の強い起炎性は宿主介在性制癌作用の面から注目されている。

古典的病理形態学のもっていた生命現象を過程でとらえることができないという

欠点は今日電子顕微鏡を駆使する超微形態学を取り入れることにより、生化学と結び

っくことができた。すなわち例えばDNA構造モデ、ルの発表から導ひ、かれた細胞高分

子合成の過程やその異常も細胞核や核小体をはじめ核内構成成分の微妙な変化として

とらえられるようになった。

マイコトキシンの病理細胞学的研究において、アフラトキシ γとアクチノマイ、ン γ

Dの選択毒性の差が細胞レベルで見事にとらえられたが、 さらにステリグマトシスチ

ンなどの発癌性マイコトキシン、ジメチルニトロサミンなど各種の発癌物質、制癌性

抗生物質の細胞核への作用の研究の成果から薬物のRNAポリメラーゼの阻害をはじ

め各種の生物活性物質の特徴的な作用が、核小体の分離、断裂、肥大などの変化、正

常成分の消失や異常成分の発現として形態学的にとらえられるようになった。

さらにこれらの形態学的解析が核小体以外の核内成分、特にRNA~蛋白複合体に

も及ぼされ毒性病理学という新しいジャンルの確立へと進められてきた。

昭和48年(1973)腐敗研究所は生物活性研究所として改組された。各部門の名称の
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変更はこの年史の他の部分に記載されている。

各部門の名称の変更と同時に研究内容、あるいは研究目的もしだいに新しい研究所

に即した変貌を遂げ、つつある。抗生物質部のように部門名、研究内容共に変化しない

部門も従来の抗生物質の食品防腐剤への応用という閉ざされた存在理由から抗真菌、

抗腫蕩化学療法を目ざす限りない可能性を探求することになる。

酵素化学研究部では、微生物化学部の時代から腐敗アミンの研究、更にポリアミ γ

を含む生体アミ γの研究を継承して食品中の発癌性ニトロソアミンの問題が取組まれ

ている。

腐敗研究所食中毒研究部は、改組によって薬理活性研究部へと衣がえした。研究の

主題はしだいに生物活性物質と生命現象の関り合いを薬理学的に追求すること、すな

わち当面は細胞レベルにおける情報発生とその伝達機序の研究、なかんづくシナップ

ス伝達の問題に集約されつつある。すでに単一ニューロンとニューロン集団の動作と

薬物の作用について、神経信号の伝達函数や周波数応答函数の測定とし、う生理学的手

法によって処理決定する研究が行われてきたが、さらに伝達物質を考慮する薬理学的

手法が非常に有効であることが実証されてきた。

また自律神経支配下の消化管、平滑筋の神経一筋性調節機構としてこれまで報告さ

れているコリン効果性興奮、アドレナリン効果性抑制、非アドレナリン効果性抑制の

三者以外の非コリン効果性反応を見出し、この反応の特徴、発現機序、生理的役割に

関する研究が行なわれつつある。

腐敗研究所発足当時より真菌に関係した部門を要望する声はあったが、実際に真菌

と関りをもっ研究は先ず、食品変敗菌としての“かび、"であり、ついで抗生物質生産菌

としての真菌類であったが、マイコトキシンの研究を端緒として真菌学の必要性は更

に高まった。

また千葉大学全体の学問分野を眺めても真菌学の腐は甚だ薄いと言わざるを得なか

った。さらに日和見感染の原因菌としての病原真菌を専攻する部門が強く望まれてい

たが、漸くその研究グループも新しい食中毒研究部で育ちつつあることは喜ばしいこ

とである。

医真菌学分野において、特に千葉県に高い頻度で分布するスポロトリクム症の研究

については、国内有数の研究機関となった。スポロトリクム症は、原因菌の完全世代

の点や、真菌の二形性の観点から、また診断、治療の面から多くの興味ある問題を内

蔵しており、将来が期待される研究分野である。

また真菌代謝産物の天然物化学的研究はマイコトキシン類の化学的、薬理的研究を
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土台にして更に幅広く活性天然、物研究部において発展させられることとなった。

腐敗研究所における腸炎ピプリオ研究の発端と業績については既に記したが、この

菌群の特異な好塩性は生物学的にも細胞膜の構造と機能の面から非常に興味のもたれ

る特性であった。ほぼ時を同じくして微生物化学部において、この点の生化学的研究

が開始されたが特に Vibrioalginolyticusについて好塩性の生化学的要因を解析

し、 Na+の特異的要求性は、これが細胞膜に構造安定性を与え、呼吸系の活性発現に

必須因子として作用するものであることが明らかにされた。このような微生物の細胞

膜の特徴を系統的に比較検討することにより、生物活性物質に対する生体の応答が集

約される生体膜の構造と機能を明らかにする目的で、昭和52年(1977)新たに生体膜

研究部の設立が認められた。

6. 研究所の改組と移転

昭和21年 (1946)戦後の緊迫した食糧事情に対処することを主目的として腐敗研究

所が創立されて以来、約四半世紀を経過した。酪酸菌の培養口液をもって食品の防腐

を試みた初期の段階から腐敗細菌の系統的研究や腐敗の生化学と言う基礎的研究もほ

ぼ完成し、幾多の優れた食品防腐剤を世におくり出し、未詳であった重要な細菌性食

中毒の原因究明を果し、腐敗研究所設立の目的は着実に達成されようとしていた。ま

たそれまでの社会的要請にも充分答え得たと考えられた。さらに食品添加物について

は発癌性という新しい重要な因子が加わり、真菌中毒症と言うこれまでの食中毒の概

念を超えた健康障害も研究対象に加わった。これらの問題の解決には、さらに微生物

学、生化学、有機化学、薬理学、中毒学、病理学の学問の結集が行われなければなら

なかったし、このような学際的研究は、再びそれぞれの専門分野の発展にフィードパ

γ クしていった。

さらに戦後の窮乏の時代から脱却し繁栄する経済事情と新しい生活様式は、しだい

に食品の鮮度保持の目的と方式を全く変えてしまった。

腐敗研究所はここにおいて、脱皮と新しい発展をはかるため改組を決意し、長期計

画委員会において鋭意検討を重ねた末、生物活性研究所として改組することに決定し

Tこ。

生物活性研究所という名称に到るまで幾多の粁余曲折はあり、その実現は必ずしも

容易なものではなかった、 と言うより困難を極めたが関係者の努力と協力の下に、

昭和48年 (1973)9月29日新しい研究所が誕生した。
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ミックな相関、すなわち生命科学の基礎

をなす研究の場であり、また医学、薬学、

農学と分散して行われていた研究テーマ

をまとめ、体系づけて研究する研究所を

造り上げようというものであった。

研究所の脱皮に時を移さず永年の念願

であった千葉大学の統合計画の最後の段

階としての研究所の亥鼻キャンパスへの

移転、新営についても、過去を過去とし

て新しい努力が傾けられた。昭和 51年

(1976)研究所新営が正式に決定されて

から極めて短時間に今日亥鼻台に白亜の

研究所が出現した。未だ問題は山積して

いるが、今日内外の参観者の多くがこの

建物に研究所としての機能の充実してい

ることに感銘を受けるのも事実である。

今後も常に時代の先端を行く研究施設と

内容を維持し発展させることが今後我々

に課せられた責務であろう。

7. 今後の展望

腐敗研究所という名称は考えようによ

第11章生物活性研究所

亥鼻における研究所正門

玄 関

全 景

つては如何にも並はずれ.たものであった。しかしこの名称の下に、異なった専門分野の

研究者が見事に調和のとれた結集を行ってきたし、我国唯一の特色ある研究所とし

て、有形無形の思恵を受けてきたことも否めない。先人の叡知が偲ばれるのである。

これに反し生物活性を研究する研究機関はそれが時代の焦点であるだけに数多い。

かつて文部省所轄ならびに国立大学附置研究所長会議二部会の席で、生命科学の研究

プロジェクトの結成の案が出された時、生物系研究所を包合する二部会で、生命科学

を専攻しない研究所があるかと反論されたことがある。同様なことは生物活性の研究

にも当てはまるであろう。限りなく発展性に富む名称であるだけに特色を失って多数
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の中に埋没する恐れは多分にあると言えよう。

幸いに改組以来5年を経過して、しだいに新しい共通の中心テーマもいくつか形造

られつつあるように思われる。この中心テーマは当然時代とエネルギーの所在によっ

て移り変るもので、なければならない。

永い学際研究の伝統を生かして、特色ある研究を結実し出すことが、当面研究所の

とるべき方向ではなかろうか。 Smallis beautifulとし寸言葉に敬意、を表したい。

第 3節研究・教育活動

1. 研究部

(1 ) 酵素化学研究部 (Departmentof Enzgmology) 

当研究室開設当初の研究目的は腐敗機構を化学的ならびに生化学的に解明し、腐敗

による食中毒や食品腐敗防止についての基礎的ならびに応用的研究を行うものであっ

た。 1949年から1968年までの主な研究業績は、つぎのようであった。①計測機器の全

くない研究室においては揮散性アミンを滴定する以外には魚介類の腐敗過程を追求す

ることは不可能であったが、 Martin らの開発したペーパークロマトが物質の簡易定

量法に利用し得ることを見出し、まず腐敗過程において histamine，putrescine， 

tyramineなどアミノ酸由来のアミンの消長することを確めた(宮木、佐竹、林ら 7

報〉。②微生物細胞レベルでのアミンの生成、分解機作の研究(宮木、佐竹、林、 畝

本ら22報〉、③腐敗アミン類の定性、定量分析法の研究〈宮木、林、畝本ら22報〉、④

非病原性有芽胞梓菌ならびに干物に貯留した腐敗アミンによる食中毒〈アレルギ一様

食中毒〉の可能性を指摘した腐敗毒の研究〈宮木、林、 8報〉、 ⑤防腐剤DHA及び

ソルピン酸などの合成研究ならびに抗カピ抗菌作用の研究〈宮木、柳田ら 11報〉、⑥

生体 polyamineである spermine，spermidineの物性、 代謝及び薬理学的研究(宮

木、林、敵本ら10報〉、⑦微生物の発育生理に関する研究〈柳田、丸山ら49報〉。これ

ら研究を、大別すれば・生体アミ γに関する衛生化学、生化学的研究と微生物発育生

理に関する研究であった。

1953年以来柳田ら(のちに丸山(1968年))は分裂培地法、ff5過法、 crowding法

と細菌向調培-養法をつぎつぎに確立し、培養細胞を構成する大部分の細胞の生理的状

態を均一にそろえ、この集団を扱うことによって細胞発育や分裂サイクルの動態を生
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理化学的に追跡し得た。微生物細胞の一世代における核酸代謝、蛋白代謝、さらに薬

物、放射線感受性などの変化に関して多くの知見を得、さらに細胞集団の細胞令分布

理論の援用により詳細な研究知見が得られた。向調的に発芽する糸状菌の菌糸によっ

て構成される colonyの形態、燐酸代謝、核酸代謝の動態、胞子形成過程に関する研

究はさらに芽胞細菌の発育、発芽、胞子形成の研究に発展した。また、細胞の分裂に

伴う aging現象に注目し、 agingに伴う代謝活性の変化、 viabilityの喪失に関する

研究に及んだ。

生体アミ γの作用は生体膜面での cation透過性の関連において論ぜ、られていたに

も拘らず、過去の研究においては無機イオ γの重要性の認識に欠けていた。かかる反

省より、 1964年以後、生体内に広くかっ比較的高濃度に分布している生体アミンの生

化学的、薬理学、生理学的研究とともに cation， anionによる酵素活性修飾の研究、

微生物における表在、膜面酵素類の研究を含め細胞膜における物質代謝特に膜面にお

ける物質輸送の研究ならびに呼吸系酵素の研究を行ってきている。アミン類の研究に

ついては、 sperrnine，sperrnidine の生理学的研究と lysergicacid誘導体の微生物

変換と薬理学的研究〈林ら 4報〉、発ガン性N・ニトロサミン生成の衛生化学、生化学

的研究〈林ら8報〉を行っている。塩類による酵素活性修飾については、主として最

適発育に 3%食塩を必要とする Vibrioalginolytic仰を用いて行い、種々の所見を得

た〈林、畝木、林万11報〉。

なお、生体膜に関する研究は昭和52年8月畝本力が第7部(生体膜研究部〉教授就

任と同時に生体膜研究部で活発に行われている。

現在の助手は山口明人、中村辰之助である。

また、野口雄一郎(九州大学教授〉、角屋武(物故〉、山岸三郎(本学薬学部教授〉、

安藤宗八(中外製薬〉、西荒介(富山医薬大教授〉、建部到〈名古屋大学教授〉、布施辛

子(退職〉、内田礼子(退職〉、神林則子(退職〉、小塚芳道(コスタリカ大学〉の諸氏

はかつて助手として在職され、当研究部の研究に多大に寄与されたことを付記する。

(2) 薬理活性研究部 (Departmentof Experimental Pharmacology) 

薬理活性研究部の前身である食中毒研究部の発足は昭和31年度で、これは腐敗研究

所創設10周年に当っている。 W..・H ・かねてから要望されていたもので、……医学部薬

理学教授小林龍男博士が担当し、過去10年食中毒の新分野を開拓して来た既設部内の

関係教授の参加を得て…"j]としづ研究所要覧の記事から、 10年におよぶ腐敗研究の
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流れの一端を読みとることが出来る。しかしながら、腐敗研究に対する薬理学的アプ

ローチは、すでに昭和29年頃からはじまっていた。それは、抗生物質研究部で新しく

分離したビオラセチンに関する研究で、小林教授指導の発表論文に、“抗生物質部中

毒学研究室"の名が見えるのは興味深い。

新部門発足当初、食中毒研究の一環として、自然毒、とくにフグ毒、ドクカマス

毒、ソラニンなどの研究が取り上げられた。なかでもフグ毒は、当時テトロドトキシ

ンの結晶化や化学構造の解明が進み、学会の関心が充まっていたこともあって、以後

10数年間の主要な研究課題となった。小倉保己助教授(現東北大歯学部教授〉を中心

に、生物学的定量法から、中枢作用、末梢作用、諸臓器に対する作用はもとより、胃

液分泌抑制作用、抗不整脈作用に至る幅広い研究成果が報告されている。生体内微量

活性物質の研究も、食中毒研究の一環として進められた。とくに食中毒症状とヒスタ

ミγの関係が、微生物化学部との共同研究として取り上げられる一方、中毒時の生体

防禦機構の立場から、セロトニン、カテコールアミンなどについての研究も手がけら

れた。また、食中毒治療薬研究の立場から、抗ヒスタミン剤や鎮吐剤などの研究も、

研究体制が整うにつれてはじめられた。このような多彩な研究のなかから、 H召和35年

頃より非常に興味ある研究が芽ばえた。その一つは、胃潰療に関連したものであり、

いま一つは、幅吐に関する研究であった。とくに胃潰蕩に関するものは、セロトニン

とノルアドレナリンを一定条件下でラットに与えると胃出血が起ることの発見から出

発し、ついには、下垂体一副腎皮質系と肝一胃系の関連を、病理薬理学的に明らかに

したもので、堀宏行助手の手になるこの仕事は、後のわが国の実験的胃潰療研究のさ

きがけとなった。一方、吐山豊秋助手〈現東京農工大教授〉は微量のフグ毒がCTZ

に働いてIl匝l止をおこす機序を明らかにした。

このほか、麦芽変敗毒、界面活性剤、抗生物質などの中毒学的、薬理学的研究も、

中性洗剤や各種食品添加物の安全性という社会的要請を加味して漸次進められた。

昭和40年頃より、肝トリグリセリッドの研究に端を発して代謝に関する課題が、ま

た、フグ毒の作用様式の解明に関連して、微小電極法などの技法による電気生理学的

研究が始動しはじめた。昭和45年 4月、小林龍男教授〈兼任〉の停年退官に伴い、久

我哲郎教授が着任した。この時期は、腐敗研究所から生物活性研究所への過渡期にも

当っていた。食中毒研究部においても、フグ毒その他の、自然毒等の研究がほぼ終

り、平滑筋や自律神経節のシナップス伝達や、有機燐化合物の毒性などに関する研究

が漸次取り上げられるようになった。

昭和48年 9月、食中毒研究部は薬理活性研究部と名称を改めた。研究課題も、“生
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物活性物質と生命現象との関わり合いを薬理学的立場から追及すること"と明確にさ

れた。この頃、生化学的手法による研究からは、イソカルパジッドのトリプトファン

代謝系やそノアミン酸化酵素系に対する効果が明らかにされた。佐藤哲夫助手(現薬

学部助教授〉、諸井佳代子助手らの手になるこの仕事は、後にイソカルパジッド水解

酵素へと展開され、この酵素が、コリンエステラーゼ以上に、各種有機燐剤に対する

感受性の高いことが示摘されるに至った。また低毒性のピニール系有機燐剤が薬物代

謝酵素を誘導する作用も見出された。これらの一連の知見から、その中毒学的意義に

ついての新しい展望がなされつつある。電気生理学的手法にもとづいた研究で、は、渡

辺由雄助教授が痘撃毒の作用機序を、周波数応答函数理論を用いて解析する一方、吉

田幹一助手や西山真理子助手によって、平滑筋、骨格筋ならびに自律神経節におけ

る、神経ー奏効器聞のシナップス伝達に関する課題が進められている。これらの単独

研究のほかに、ここ数年来、抗生物質研究部や活性天然、物化学研究部が、新しく分離

し化学構造を明らかにした、抗生物質や向神経性マイコトキシγの薬理活性機構に

関する共同研究が行われている。

なお、旧食中毒研究部以来の研究の流れは、ここに氏名を銘記し得なかった多くの

助手、大学院生、研究生ならびに技官の精進によって支えられたもので、ここにその

御努力に改めて敬意を表わす次第である。

(3) 毒性病理研究部 (Departmentof Toxicology and 

Experimen tal Pa thology) 

昭和38年本研究部の前身である食品防腐剤研究部が相磯和嘉を初代教授として本研

究所に増設された。当時、食品添加物の安全評価はせいぜ、い小動物の亜急性毒性の検

討から決定されているに過ぎなかった。しかし食品添加物の安全評価の社会的重要性

からその慢性毒性と発癌性についての研究の必要性が指摘され、中毒病理、生化学及

び薬理学の多方面的、学際的研究がはじめて組織的に開始された。

昭和38年 (1963)から昭和46年 (1971)迄の主な業績は相磯、蟹沢らによるニトロ

フラン誘導体、数種のタール系食用色素の発癌性の発見で、あり、その結果に基づき、

これら物質の食品添加物指定取消しならびに使用禁示が厚生省によって行われた。昭

和43年(1968)に、宮木等によって、食品添加物であったデヒドロ酢酸がラットのア

ゾ発癌を抑制する事実が発表された。やがてこれは宮木、赤尾、黒田により発癌抑制

物質を用いての化学発癌の研究へと大きく発展した。
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昭和47年(1972)相磯の後任として本学医学部第一病理学講座から寺尾が着任し

た。翌48年(1973)腐敗研究所から現在の生物活性研究所へと改組されるに及び、本

研究部も毒性病理研究部と改称され、広く生物活性を有する物質の生体に及ぼす影響

を形態学的並び、に生化学的手法を用いて検索することになった。研究対象も従来の食

品添加物から、天然又は人工発癌物質、発癌抑制物質へと変り、被験生体も各種動物

の invivo実験のみならず、 invitroの各種細胞迄と広範になれより基礎的研究が

主流を占めるに至った。昭和48年(1973)以来現在に至る主な業績は次の通りである。

かび毒の生物活性物質、特にアフラトキシン、ステリグマトチスチンの発癌性、細

胞毒性に関する研究、赤かび毒の免疫産生細胞に対する影響、各種発癌物質の細胞核

に対する影響など、主にRNA生合成阻害時の形態学的現れが寺尾を中心として追求

され、 これらは Krebsforschung，Gannなど欧米及びわが国の主な学術雑誌に15篇

の論文として発表されている。赤尾、黒田により従来から行われてきた発癌抑制(促

進〉物質を用いての化学発癌の研究は、発癌過程が肝細胞核の核酸の消長と深く関

係していることなどを明らかにした。 これらの成果は計 7篇の論文として Cancer

Research， Gannなどに発表されている。又黒田、赤尾は、 古来中国や日本に於て

民間薬として利用されてきたナズナ CatseUabursa-tastorisの薬理作用、抗癌作用

を深く探究し薬効成分のーっとしてフマール酸を分離同定した。これらの成果は 9篇

の研究論文として GANN，Life Science， Cancer Researchなどの内外の学術雑誌に

報告されている。

これらの業績は勿論、本研究部に在職した多数の研究者、技官などの協力によって

完成したものである。現在、黒田啓子、菅野治重、伊藤恵美子、計良恵治が各々助

手、教務職員あるいは技官として活躍している。また岡本達也、山本法、布施辛子、

高沢博、矢島敏雄は、食品防腐剤研究部あるいは毒性病理研究部の過去の諸々の業績

に著しく寄与したことを附記する。

(4) 活性天然物化学研究部 (Departmentof Chemistry of 

Natural Products) 

活性天然物化学研究部は、昭和42年 6月1日有害真菌研究部として発足した。当

時、食品を汚染する有害真菌による健康障害が社会的問題として取り上げられ、組織

的な研究の必要性がさけばれていた社会情勢を受けとめたものであった。初代教授宮

木高明の指導のもとに、研究はまず各種食品を汚染するカピの実態を把握することか
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ら始められ、培養、抽出エキスの製作、毒性の検索が続けられた。その聞の成果とし

て、わが国の穀類を汚染する有害真菌としては、 AstergiUusversicolor， A. ochraceus 

等が圧倒的に広い分布を見せ、その成分である sterigmatocystin， ochra toxin A の

有害性が注目されるべきであるという結論を得た。特に前者は強い発がん性で知られ

るカピ毒、 aflatoxinBlと構造的にも密接な関連を有する化合物であり、それまで

毒性は低いとされていたが、その毒性、発がん性が実は強く、確実なものであること

を実証した。

昭和48年には研究所改組にともなって現在の活性天然物化学研究部となり、昭和50

年には山崎幹夫教授が研究指導を引き継ぎ、引き続き真菌類の生産する生物活性物質

の研究が行われた。その結果、 ;1.fumigatusから実験動物に強い痘れんを生ずる 2

種の新インドール化合物が得られ、 fumitremorgin A及びBと命名された。研究は

更に痘れんの発現に関連して神経伝達の機構に関与するカテコールアミンやインドー

ノレアミンの生体内での消長、それに関与する酵素の活性等の領域に進展し、現在は向

神経性の活性を有する天然物質の探索，それらの作用機構に関する神経化学的研究、

それらの作用薬としての開発利用の可能性を探る方向に研究が進んでいる。

化学的には fumitremorgin A 及びBの構造を決定したほか、 11種にのぼる tryp-

toquivaline類、の構造を決め、それら化合物の反応性、生合成的相互関係等興味ある

結果を得て注目された。更に周辺のカピ代謝産物を検索した結果二、三の新活性化合

物を得ており、既に構造決定の段階に達したものもある。これらの成果は60篇に及ぶ

報告として内外学術雑誌に発表されている。

発がん性カピ毒の検索は本研究部の重要な課題として、引き続き現在も行われてお

り、また重要な医薬品、特に生薬類や、食品汚染真菌の検索も行われ、成果をあげつ

つある。

昭和42年、有害真菌研究部発足にあたり、宮木高明教授、山崎幹夫助教授のもとに

助手藤本治宏、前林行雄、教務員榊原洋子、技官川崎洋介らが集められ、上記研究の

遂行にあたった。現在は活性天然物化学部への改組、宮木教授の逝去、山崎助教授の

教授への昇任にともない、藤本助教授、前林助手の他鈴木重紀助手、堀江義一教務職

員、奥山恵美技官らがそれぞれ化学、薬理学、菌学の分野にわたる研究を遂行しつつ

ある。
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(5) 抗生物質研究部 (Departmentof Antibiotics) 

腐敗研究所において抗生物質の研究は設立当初より研究プロジェクトの一つであっ

た。抗生物質部設置以前の成果については、すでに総論の部に記されているが、この

プロジェクトには腐敗研究部で相磯和嘉を中心に柳沢文徳、新井正、真銅参太郎、

中島正博、佐藤元雄、荻野11I鳥子、微生物化学部では、宮木高明、林誠が参加したも

のである。

1952年抗生物質部が新設され、 以後10年間は相磯和嘉が主任教授として、新井正

が助教授として研究が進められた。鷲田一博が助手として、また中河原義春、遠藤泰

蔵、吉岡英夫が在室し、グラム陰性菌やストレプトマイシン耐性菌に有効なブラボマ

イシンの発見に引続き、新しい抗生物質の生物学的起源としてノカノレジアや高温放線

商などの希少放線菌が着目された。

1952年、抗真菌性ポリエン抗生物質マイセリンが発見されたが、これはポリエンマ

クロライドとしては初めて結晶として単離されたものである。

1953年、設楽一郎が助手に任官し、荻君和、依田三郎、高見沢裕、森田吉郎、青野

公英らと共に、抗真菌性抗生物質の研究が継続されたが、ポリェγマクロライドの細

胞膜ステローノレとの結合など重要な知見もこの時代に得られた。

1954年、栗原弘雄が助手に任官し広域抗生物質ビオラセチンが発見された。

1955年、鈴木正己が助手に任官し、中田精、佐野彰などと共に抗真菌性抗生物質

から、さらに制癌抗生物質の研究に目が向けられた。

1957年、腐敗研究部教授柳沢文徳の東京医科歯科大学への転出に伴ない、相磯和嘉

が再び腐敗研究部を担当することとなり、新井正が助教授のまま抗生物質研究部主任

となった。日大歯学部、黒田収子は抗生物質部助手に任官し、加藤博助手と共に研究

に加わった。 7月、新井は米国ペンシルパニア大学医学部微生物学教室 S.Mudd教

授の下に客員研究員ならびにインストラクターとして留学した。主の間抗生物質部は

相磯和嘉の指導の下に、グラム陰性菌に有効な抗生物質や抗回虫性抗生物質の探索、

クロールテトラサイクリンの防腐剤としての応用に関する研究が、小久保早苗、北)11

治正が参加して行われた。

日大歯学部における研究の成果として口腔内ノカルジアならびに類縁倣生物の問題

が抗生物質研究部にもちこまれた。

ノカルジア研究者の第一人者である米国 McClung博士の来日を記念する Symp-
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osium on Taxonomy of Actinomycetesに参加した。

1960年、加藤博は腐敗研究部に移り、京都大学薬学部より小山泰正が、文理学部

より林(末永〉とし子が助手として任官した。加治晴夫が技術員として採用された。

第7回日本化学療法学会東日本支部総会において特別講演“制癌物質・選別の基礎的

研究"を担当〈新井〉した。

1961年、この年より抗生物質研究部は医学部博士課程大学院実験化学療法学を担当

することとなった。

京都で開催された第 9回日本化学療法学会総会で延命草抗腫蕩成分について発表

〈新井、小山〉癌の化学療法に第一歩を踏みだした。

1962年、医学部より赤松 I!l易が助教授として、教育大理学部より大原弘が助手とし

て着任した。鈴木達也、窪田慎蔵、我ruJJ充弘が入室し、林(末永〉とし子が退職した。

秋には第 1回日木放線菌研究会総会ならび、に講演会が落成寸前の医学部記念講堂に

おし、て行われた。

放線菌の内、同定規準の明確でないノカルジアの同定のために全菌体 IRスベクト

ル分析による方法が開発されたことは、この時代の大きな研究成果の一つで、後に高く

評価されることとなった。

1963年、三鴬〈加藤〉由美子が教務員として、粕谷幸男が技術員として採用された。

黒田は蛍光標識蛋白法による放線菌の同定法を完成し学位を授与された。

1964年、小山泰正は子葉大学薬学部講師に栄転し、大原弘は国立遺伝研究所を経て

創立後間もない放射線医学研究所に移ることとなる。櫛方早苗が非常勤講師となり、

杉山(持丸〉光代が技術員に採用された。

黒田は、招かれて米国ミネソタ大学医学部微生物学教室に留学した。

抗真菌性抗生物質としてコピアマイシンが発見された。薬理活性物質の探索が精力

的に行われた。

1965年、伊藤達也が助手に任官し、高官恒治、三上裏、小池惇平、山中茂が入室

した。

新井はワシント γにおける第4回国際化学療法学会に日本代表の一人として参加

し、この時ヨーロッパ各国の微生物学研究施設を訪問すると共に、当時西欧諸国で緒

についたマイコトキシンの研究の実態を具に視察し、米国MITの Wogan博土よ

りアフラトキシンBlの結晶の分与を受けて持ち帰り腐敗研究所におけるマイコトキ

シγ研究に貢献した。
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1966年、オクラトキシンを発見した南亜の Purchase博士の訪問を受け、有害員菌

研究部設置の機運も熟した。

この秋黒田は放線菌の遺伝学に収獲を得て帰国した。

1967年、日本放線菌研究会事務局、学術会議生物科学研究連絡委員会委員を引受け

ることとなっずこ。

1968年、赤松は医学部第二生化学教室助教授に転出し、黒田が助教授に昇任され

Tこ。

福島和貴が長崎大薬学部より助手に赴任した。

第41回日本細菌学会総会におけるシンポジウム“放線菌に関する諸問題"の司会

〈新井〉を担当した。イエナにおける第 1回放線菌に関する国際シγポジウムにおい

て“放線菌の IRスベクトル分析による分類"の招待講演を行って後、東京における

第 1回国際菌株保存会議において“Enhancementof the chromogenicity of strep-

tomyces by yeast RNA"および“Infraredspectrophotometry of actinomycetes 

in relation to oil seal preservation"の講演(新井〉を担当した。

イリノイ大学 Gottlieb教授の来訪を機会に薬学部講堂で講演会を開催するなど多

忙な年であった。

1969年、矢沢勝清が技官として採用された。

文部省癌特別研究一癌の基礎的研究シγポジウムで“Mycotoxinと制癌物質"に

ついて講演(新井〉、東京における第6回国際化学療法学会では、 Fusariummonili-

formeより得られたマイコトキシン、フザリオシンならびにコピアマイシンの作用に

ついて講演(新井、黒田〉を担当した。

10月千葉県がんセンター設立の計画が始まり、同センター化学療法部の設立、準備

に協力することになった。野村靖幸がその要員として研究陣に加わった。ソ連科学ア

カデミーよりT.F Kuimova博士が容員研究員として研究に参加した。

1970年、三上裏が教務員に採用され、内海武彦、鈴木弘が入室した。第43回日本

細菌学会総会におけるマイコトキシンのシンポジウムに“マイコトキシンの微生物活

性"について講演(新井〉を担当した。

また、この年メキシコで開催された第10四国際微生物会議に新井は Mycologyse・

ctionの代表として参加、次期国際微生物会議の日本招致に協力した。 Kuimova博士

は多くの研究成果をあげ帰国した。

1971年、山崎修道が非常勤講師となり、石渡堅一郎、宇野潤が入室、 高橋勝弘、

石黒公子が千葉県がんセンター要員として研究に加わった。
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春には第24回日本細菌学会関東支部例会を主催したが、この際企画された“環境と

微生物"は、この種の企画としては初めてのものであり反響をよんだ。非病原性微生

物の生物活性に基づく環境汚染と環境浄化は、その後の微生物学の大きな柱のーっと

なり、 1974年には同じ標題で学術会議、生物科学研究連絡委員会主催のγγポジウム

を開催することになる。

引続き新井はソ連科学アカデミーに招かれソ連各地でマイコトキシンに関する講演

を行い、パリーの第 5回国際医真菌学会で放線菌の分類に関する報告を行し、帰国し

Tこ。

秋、第25回日本細菌学会関東支部総会では、シンポジウム“境界微生物としての放

線菌"を企画し、病原性放線菌について講演を担当(黒田〉した。

抗真菌性抗生物質の研究は継続されてきたが、真核細胞に属する真菌にすぐれた選

択毒性を発揮する物質の発見は困難であった。真菌症治療に対しでも免疫学的アプロ

ーチが必要なことが痛感され、真菌感染成立に関する基礎的研究にも力がそそがれる

ようになっTこ。

1972年、千葉県がんセンターに岡本嘉六が入室した。第2回国際イーストシンポジ

ウム(新井・組織委員〉が東京で開催されたが、ここではじめてカンジダ感染に関す

る細胞性、液性の宿主防御機構の講演を担当した。

黒田は、ポーラ γド科学アカデミ一、ソ連科学アカデミーの招待で6か月間モスク

ワの微生物学研究所に滞在、同時にソ連各地の研究所の視察旅行を行った。野村靖幸

は、広島大学薬学部薬理学教室助教授として栄転することとなった。

千葉県がんセンターは、無事11月1日に閉所式を迎えるに到った。新井は、同化学

療法部を併任することとなった。

1973年、抗真菌性抗生物質の研究は世界的に停滞していたが、合成剤としては含塩

素イミダゾール系抗真菌剤の開発や 5ーフロロシトシンの抗真菌作用が発見され、抗

真菌性化学療法にも新しい転機が訪れた。

新井は、ギリシヤにおける第8四国際化学療法学会ににおいて、 5ーフロロシトシ

ンの作用機作につき発表、引続きブ、ルカリア科学アカデミーの招待で工業微生物に関

する国際シγポジウムで、抗生物質生産放線菌の講演を行った。

秋には、ポーランドにおける国際シンポジウム“RecentProgress in Antibiotic 

Research"に招待され、 スコットラ γ ドグラスゴーの放射線治療研究所においても

制癌化学療法について講演を行ったが、これがヌードマウスとのふれ合の端緒となっ

7こ。
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この際米国癌研究所から入手したマウス白血病L1210の培養樹立細胞と、ヌードマ

ウスに移植された人がんに対する実験化学療法の研究が、新制癌抗生物質サフラマイ

シン発見の道を拓いた。

1974年、抗生物質研究部も総力をあげて協力した第 1巨間際微生物学連合会議〈新

井・組織委員〉が東京で、開催され、シンポジウム“Actinomycetes-theboundary 

microorganism" (司会:新井〉に‘'Growthchracteristics of some aerobic path-

ogenic actinomycetes"の講演(黒田〉、シンポジウム“Mechanismof intracellular 

infection due to bacteria and fungi"に“Dimorphismand intracelluar infection 

of Candida albicans"の講演(新井〉を担当した。引続き、放線菌に関するポスト

コングレス シンポジウム(新井:組織委員長〉を京都で開催し、いずれも盛会裡に

終了することができた。

この秋、第四回日本医真菌学会総会を千葉で主催し、これに先立って日本を代表す

る医真菌学者を招いて行った医真学研究修会も好評を博した。

1975年、抗生物質試験製造施設が整備され三上は同助手となり抗生物質研究部を併

任、横山耕治が教務員として採用され、白石明郎が入室した。久保陽徳が薬学部より

千葉県がんセ γタ一室長として赴任、これに伴し、抗生物質部非常勤講師となった。

第四回日本医学総会シンポジウム“真菌症の化学療法"では、抗真菌性化学療法剤

の作用機作とその進歩について講演(新井〉を担当した。

東京における第6回国際医真菌学会〈新井・組織委員〉では、 Opportunisticinfection 

のシンポジウムで新しいマイコトキシンとしてロイジノスタチンについて講演を担当

〈新井〉し、第四回日本医真菌学会におけるシンポジウム“Actinomycetesとそれに

よる疾患"で病原性放線菌の新しい分類と題して講演(三上〉を担当した。

1976年、中沢淳が非常勤講師となった。放線菌に関する国際協力プロジェクト

( 1 S P)も終了し、抗生物質の生産と放線菌の分類に関する教室の仕事も一段落した。

これらの研究は、 ワルソーで開催された InternationalSymposium on Nocardia 

and Streptomyces"で報告〈新井〉された。またヌードマウスを使用する実験化学

療法についても成果をあげることができて、東京における第 2回ヌードマウスに関す

る国際ワークショップで“Effectivenessof antitumor agents against human tum-

ors in nude mice"と題して講演(新井〉を担当した。

1977年、粕谷幸男は附属病院医事課に転じ、中垣和英が技官として採用され、コロ

γ ピアアンチオキア大学より、文部省留学生としてマリアルジアシゲマツが入室

した。
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1977年、三上裏は、カナダ、グエルフ大学微生物学教室へ2年間の予定で出発し、

宇野潤が施設助手に任官した。第21回日本医真菌学会総会に際し、 パネルテ、イスカ

ッジョ γ 「真菌感染と宿主抵抗性J(司会;新井〉を担当し、真菌感染とマクロファ

ージについて講演を担当した(三上、新井〉。

第8回高松宮妃がん研究基金による国際シンポジウム“Advancesin Cancer Che-

motherapy"におし、て“Thenude mouse in experimental cancer chemotherapy" 

の講演(新井〉を担当した。

1978年、黒回収子は北海道薬科大学微生物学教室教授として栄転し、後任として京

都大学結核研究所から竹尾漢治が助教授として着任した。非常勤講師としては、新た

に添田百枝、大原弘が研究に参加した。

サフラマイシン特にその内最も生物活性の強いAについてはその化学構造も決定さ

れ、実験動物腫湯、ヌードマウスに移植された人がんに対する効果、作用機作など

Phase 1 studyを目ざして研究が展開されており、その一部は、ブ、エノスアイレスに

おける第12四国際癌学会で Saframycins，novel antibiotics elaborated by Sかψto・

myces lavendulaeとして報告(新井〉された。 これに際し新井はコロ γ ピア、 アン

チオキア大学に招かれ抗真菌性化学療法について講演を行った。

(6) 食中毒研究部 (Departmentof Food Hygiene) 

食中毒研究部は研究所創立時より現在迄に 4名の教授(相磯和嘉、柳沢文徳、藤原

喜久夫、宮治誠〉が就任し、前任者の研究を発展させつつ新な研究分野の開拓を行っ

て来た。以下、その研究内容の概略を述べる。

I 酪酸菌の研究

酪酸菌の嫌気性腐敗細菌およびグラム陰性梓菌に対する拾抗作用を認め、その応用

と本菌の産生する抗菌性物質の抽出、精製が初期の研究テーマとなった(相磯和嘉、

柳沢文徳、藤原喜久夫〉。

E 食品腐敗の研究

主に好気性腐敗細菌を総合的かつ系統的に研究分類し、本邦日常食品の腐敗に関与

する細菌フローラとその変遷、各腐敗菌の活性、初期腐敗の様相等が検索された。ま

た、日常食品の一般細菌および大腸菌属による汚染度の研究を基に汚染指標としての

Enterococcusの意義について検討がなされた(相磯和嘉、 柳沢文徳、藤原喜久夫、

柴田鎖郎、皆川勝、志賀信雄、竹内端弥、飯田宏美、松野仁、清水潮、加藤博、辰己
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和世〉。更に、自然界に分布している好冷却i菌の研究が低温保存血液の細菌汚染を糸口

にして発展し、汚染菌としての好冷細菌は Pseudomonas属を主体とする水棲細菌と

Aerobacter属、 Paracolobacterum属を主体とする腸内細菌の 2系列があることを

明らかにした(相磯和嘉、柳沢文徳〉。

班食中毒の研究

昭和32年 (1957)当時まだ食中毒原因菌として疑問視されていた腸炎ピプリオにつ

いて広範囲に渡る疫学調査と本菌による発病実験によりその病原性を確定した。本菌

は食中毒原因菌のひとつであり本邦における食中毒の多くの原因であることを明らか

にした〈相磯和嘉、藤原喜久夫、松野仁、清水潮、加藤博、辰己和世〉。 また、 或る

種の魚肉加工品を摂食するとアレルギ一様症状を起す現象について研究し、検体より

高いヒスタミン産生能を有する Proteusmorganiiを分離した。本症はその魚肉加

工品中で Protus属が繁殖しヒスタミ γが蓄積した結果発症することを明らかにし、

初めてアレルギ一様食中毒の概念を導入した(相磯和嘉、柳沢文徳、飯田宏美〉。

プドー球菌の産生するエンテロトキシンの研究としては毒性試験法の検討、各種エ

ンテロトキシンの分離精製法、本毒素産生株の変異の問題、抗原性とその応用等が検

討された。更に、 Enterococcus属、 Proteus属のェンテロトキシン様物質の研究も

行われた(藤原喜久夫、小池和子〉。一方、細菌性食中毒の発症を宿主と寄生体の両

面より検討し、宿主側要因としてヒスタミンおよびセロトニンの生体代謝に与える影

響について検討がなされた(藤原喜久夫、桑原祥治)0

N 集団給食の衛生管理に関する研究

学校給食、事業場給食等の集団給食に関してその給食材料、調理食品、食器類、調

理器械器具等の衛生細菌学的検査を行い、各区分に於ける問題点を指摘した。更に、

萩立内容の適否、喫食方法の可否について疫学的ならびに実験的に検討を加えた(藤

原喜久夫〉。

V 飲料水中のカシγベック病因物質の研究

千葉大学医学部第一病理学教室と協同して飲料水よりカシ γベック病の原因物質の

抽出精製を行いKB物質(仮称〉を得、本物質の病図的意義、化学的性状、公衆衛生

上の諸問題につき検討した(相磯和嘉、加藤博〉。

VI 環境汚染物質の生分解に関する研究

下水より分離された細菌による直鎖アルキノレベγゼンスノレホン酸の生分解に関する

研究がなされた。また、溶存酸素測定法を利用した各種微生物による生分解装置を開
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発し、ついで、野外モデ、ル河川を試作し自然、界における化学物質の分解性について検討

を加えた。更に、嫌気的条件下における生分解測定装置を考按し、同条件下における

化学物質の分解性について研究がなされた(相磯和嘉、藤原喜久夫、小池和子〉。

W 病原真菌の研究

本研究は昭和39年 (1964)に着手され、それまで未開拓のまま取り残されていた千

葉地区の深在性真菌症の診断、研究に寄与した。当時千葉県下においては診断技術の

向上もあいまって深在性真菌症(特に皮膚科領域の〉は著しく増加し真菌症研究は発

展していった。真菌感染のメカニズムを宿主と寄生体との関係よりとらえ研究がなさ

れた。

1. 病原真菌の virulenceに関する研究

Candida albicansのマウスに対する virulenceと発芽管形成能との関係、培地お

よび動物継代による virulenceの変化について検討がなされた。 AstergiUus

fumigatusについてもマウスに対する virulenceが調べられ、マウス中枢神経系へ

の侵襲性について病理組織学的に検討し、本菌の中には少数であるがマウス中枢神経

系を強く侵す性状を有する株があることをつきとめた。本菌のマウス中枢神経系に対

する侵襲性は副腎皮質ホノレモン投与等には左右されない菌株個有の性質であり、本性

状とこれら菌株の蛋白分解酵素産生能との間に強し、相関を認め実際の感染マウス脳の

蛋白分解酵素活性に関して研究がなされた〈藤原喜久夫、宮治誠、西村和子〉。

2. 病原真菌の寄生形態に関する研究

二形性病原真菌の生体内における菌糸形→酵母形変換の過程を観察するためにマウ

ス腹腔内寒天埋没法を考按し、本法を用いて初めて Fonsecaeatedrosoi， Blastomy-

ces dermatitidisが厚膜胞子経由で酵母形へと変換することを明らかにした。更に、

本法を用いて他のいくつかの病原真菌の寄生形態を研究し、臨床材料より得た知見も

加えて病原真菌の新たな体系化を試みたく宮治誠、西村和子〉。

3. 真菌症の免疫学的研究

sρorothrix schenckiiと Ceratocystissρt.との類縁関係について蛍光抗体法およ

び細胞性免疫能検査法により検討がなされた。実験的黒色真菌症について主に細胞性

免疫の観点より検討がなされ、実際の臨床診断への応用の可能性が示唆された。更

に、クリプトコッカス症における細胞性免疫の役割が病理組織学的に検討された(宮

治誠、西村和子、栗田啓幸、田口英昭〉。

4. 病原真菌の生活史に関する研究

臨床材料より初めて S.schenckiiの perithecium様器官を見い出し、本菌が子嚢
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菌に属する可能性を示した。これと関連して Ceratocystisstenoceras の子嚢形成の

研究がなされ、更に他の関連子嚢菌の免疫化学的性状および病原性について研究が着

手されている〈宮治誠、西村和子〉。これらの研究は教務員、技官、大学院生、 研究

生の多大な援助協力のもとになされたことを付記する。

(7) 生体膜研究部 (Departmentof Membrane Biochemistry) 

本研究部は昭和52年度より 10年間の時限っき研究部門として設置された。本研究部

は発足聞もないが、現在比較生体膜研究をめざしており、特に生体膜の個有活性を決

める膜蛋白質および膜酵素の分子的特徴を明らかにしながら生体膜と活性物質との相

互作用について研究を進めている。具体的な研究テーマとしては、 (1)好塩細菌の特徴

を生体膜の構造と機能の面から明らかにする比較研究、 (2)カチオン、アニオンバラン

スの維持における生体膜の役割、 (3)生体膜機能解析法の開発、などが取上げられてい

る。助手として徳田 元が54年4月1日に発令されることになっているが、以前に榊

原洋子助手(総理府宮内庁に転出入神林則子助手(酵素化学部に転出〉が在職した。

2. 施設およびセンター

(1 ) 抗生物質試験製造施設

抗生物質試験製造施設の前身は、昭和28年 1月抗生物質の試作の為のタンク培養設

備として200P容、及び50P容タンクが購入され運転されたのが始まりである。同年の

腐敗研究所報告第5巻から相磯和嘉らにより、 グパイロットプラントによる抗生物質

の製造実験グと題して報告が毎年掲載されている。昭和37年12月本館、 1号館とは別

棟に 2号館として抗生物質中間試作工場が増設され、設備も 2基のタンクの他に、ジャ

ーファメンター15P3基、連続遠心分離機、堅型ボイラー装置が新な装備として増設さ

れた。さらに昭和40年には、 設備が更新され旧型タ γ クに変り新型 150Pの増養槽と

シャープレス遠心器が増設され、コピアマイシンを始めとする抗生物質や、他学部、

他部門の依頼による微生物の生産する生物活性物質の製造に本格的に寄与するに至っ

た。昭和45年名実共に本格的施設として活動するため技術員が増員され、抗生物質製

造試験施設が発足した。施設長は新井正が担当し、技術員として小池惇平が採用され

た。人員の整備と共に設備規模も拡大され、新型のジャーファメンタ一、コントロ減圧

濃縮装置を装備した。昭和48年小池惇平の東工大転出に伴い、矢沢勝清が技官となり
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現在に至っている。昭和50年、 助手の定員の増加が認められ三上裏が任官し、法制

上にも施設の形態を整えた。昭和52年三上裏がカナダへ留学し、宇野聞が助手とな

った。昭和53年、培養を円滑に行うために、 200P醗酵装置を中心に蒸気供給装置、

全自動洗糠乾燥器、オートクレーブ、コントロ装置、純水製造装置、フィルタープレ

スの各機種を一式としたパイロットプラントが設置され今後更に微生物の生産する生

物活性物質の研究に寄与することが期待されている。

(2) 機器センター (Laboratoryfor Instrumental Analysis) 

研究遂行上不可欠な各種のスベクトル機器、電子顕微鏡、分離分析機器類は近年著

しく精密、大型化し、測定法も非常な進展を遂げたために、操作や管理に高度の知識

と技術を必要とするようになった。このような背景を受けて、本研究所では所有する

機器類を統括し運営管理するための機器センター設立構想が打ち出され、それまで所

内の機器利用を運営してきた共用備品管理委員会を中心に準備が行われた。その構想、

は昭和51年4月に機器センターの誕生として実現し、本研究所における各種機器の運

用は機器センターにおいて統括管理されることとなった。

昭和52年10月には習志野地区より亥鼻地区への研究所新営にともない、研究所建物

の1階および2階一部に機器を集め、電顕室 IおよびE、NMR室、 MASS室、工作

室、ガス分析室、低温実験室、遠心分離室、分光分析室 IおよびE、中央暗室(以上

は 1階〉、クロマト室、動物機能測定室 (2階〉を設け、現在までに表11-1に示す

ごとき機器類を設備することができた。

機器センターの運営は、初代

センター長山崎幹夫教授〈併

任〉以下助手2名諸井佳代子、 夢"

前林行雄〈ともに併任〉、技官滝

沢香代子によって行われ、セン

ター長を委員長とする機器セン

ター運営委員会(所内〉の協議

にしたがって機器類の管理、測

定資料の収集、測定法の研究等

に関する業務をおこなってい

る。

附属機器センター(日本電子 JMSー 01

SG-2質量分析装置〉
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表11-1 附属機器センターの機器目録

電顕室

走査型電子顕微鏡〈目立HF S-2) 

透過型電子顕微鏡(日立HU-12)

万能顕微鏡(ツアイス〉

NMR室

核磁気共鳴装置(日本電子PFT-100) 

MASS室

質量分析装置(日本電子 JM S -01 S G-2 ) 

ガス分析室

原子吸光分析計(パーキγエルマ403)

ガスクロマトグラフ(島津GC-5AP) 

ガスクロマトグラフ(日本電子 JG C-20K) 

ATPホトメーター〈アミコ〉

遠d心分離室

分析用超遠心機〈目立UCA-1A)

冷却遠心機(目立18PR) 

万能冷却遠心機〈佐久間50B-CF S-3) 

分離用超遠心機(目立65P)

密度勾配作製装置(日立DGK-U)

凍結乾燥機(パーチス10-146-MR-BA) 

分光分析室I

自記分光光度計(日立323)

ケイ光光度計(目立MPF-2A) 

赤外分光光度計(目立EPI-G 3) 

リピー細胞冷却破砕器〈ソーパノレRF-1)

分光分析室E

2波長分光光度計(日立356)

ラピッドスキャン分光光度計(目立RS P-2) 

酵素反応速度測定装置(目立200)

クロマト室

液体クロマトグラフ〈目立034)
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高速液体クロマトグラフ(ウォーターズALC-1201) 

液滴向流クロマトグラフ(東京理化〉

動物機能測定室

アニメックス動物行動記録装置

臓器かん流装置〈アンベック社2/10型〉

ミクロマニプレーター(シュミット〉

卓上型イジキュベーターシェーカー (NBS社 G-24)

表11-2 生物活性研究所決算額の推移

よ¥11:;;llよ1t片山 所
一
額

究
一
算

研
一
決

107，662，114 

121，525，279 

154，245，535 

175，967，363 

189，248，899 

244，693，870 

247，881，164 

318，293，016 

340，092，826 

351，699，514 
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(昭和54年 3月31日現在〉

li1f 究 部: 氏 名 |職名|専攻分野|講師以上の在職期間| 考

酵素化学研究部 柳田友道|教授|生 化 学 | 昭和28 日 7. 6 I東京大へ

(微生物化学部〉
林 誠 l教授|衛生化学|昭和29. 8""' 

宮木高明 l教授 l生物薬品化学|昭和38 日 o.3 I毒性病理研究部へ

佐竹一夫|助教授 l生 化 学 | 昭和24. 7""'29. 3 I東京大へ

丸山洋一|助教授|生 化 学 l 昭和37. 7""'43. 3 I都立大へ

畝本 力 | 助教授 | 生 化 学 l 昭和43. 6""'52. 8 j生体膜研究部へ

林 万喜|助教授|生 化 学 i 昭和53. 6""' 

薬理活性研究部 久我哲郎|教授|薬 理 学 1昭和45. 4""' I 
(食中毒研究部〉

小倉保己|助教授|薬 理 学 | 昭和31 日 4. 4 東北大へ

渡辺由雄|助教授|動物生理学 l昭和48. 1""' 

毒性病理研究部 相磯和嘉 教授
産抗 生品生衛物生E物Z学学学

昭和38. 4""'44. 5 医学部へ

(食品防腐剤研究部〉

宮木高明|教授|生物薬品化学|昭和40. 4""'42. 3 [活性天然物化学研究部へ

寺尾 清 l教授 l実験病理学|昭和47. 4""' 

蟹沢成好|助教授|実験病理学|昭和41 山 7. 9 [都立老人病総合研究所へ

赤尾三太郎|助教筏|生 化 学 l 昭和48. 3""' 

同究部|宮木高明|教授[生物薬品化学|昭和2 山 1I逝去
(有害真菌研究部〉

態
吋

l
同



夫 |教授|天然物化学|昭和必 4""'

宏|助教授|天然物化学|昭和50.4""' 

和嘉|教授!食品衛生学|昭和27. 4""'32. 3 I食中毒研究部へ
微生物学

| |抗生物質学

I :.wr +~ I微生物品 i
正|教授|抗生物質事|昭和シ l 

t授|生 化 学! 昭 和37. 3""'必 2 I医学部へ

立授|説 4E物 宅き ( 昭和43 ド 53. 3 I北海道薬大へ

|助教授|微生物学|昭和53.4""' 

|教授|会最22霊|昭和27 刊 2. 1 I東京医歯大へ

嘉|教授|食品衛生学|昭和32. 4""'38. 3 I毒性病理研究部へ
微生物学

| |抗生物質学

I "Ith- -I>l4 I食品衛生品|
善久夫|教授|環境衛生率|昭和38. 5""'50. 3 1 

I :.wr -I>l4 I食品衛生学 P7J=I'nAO 0_.  

| 病原真菌学|昭和48. 8""' 

| 文授 |説r物 室主 | 昭和6. 6""'27. 3 I抗生物質研究部へ

J:l-h.#h-+~ I食品衛生学P7J=I'n0{¥ { ¥ _  .AO t:: 
立授 | 水産微生物学| 昭和39. 9""'48. 5 I東京大へ

|食品衛生月P7J=I'nt::0 1 _ . 立授 | ナ | 昭和53. 1""' | |病原真菌学 "PIJ'I.. h.J..J. J.'-

| 教授|生化学|昭和52. 8""' 

|助教授|生 化 学 l昭和53. 1""' 

山崎幹

藤本治

相磯抗生物質研究部

〈抗生物質部〉

~7. 4""' 新井

赤松 昭和37. 3""'43. 2 

昭和43. 7""'53. 3 

生化

微生 w ナ

抗生生ら府品

助ま

助主子
一
治

黒田，

竹 昭和53.4""' 

5""'50. 3 

微生物学

食品者

助ま尾漢

柳沢文徳

相磯和

藤原

宮治

食中毒研究部

(腐敗研究部〉

昭和48. 8""' 

昭和26. 6""'27. 3 

教

助連新井

溝
口
冊

昭和39. 9""'48. 5 

昭和53. 1""' 

助ま

助ま和子

力

清水

西村

畝本 除
芯
部
醇
草
刈
四
司
叩

昭和52. 8""' 化教生体膜研究部

昭和53. 1""' 

注:研究部欄のカッコ書は旧腐敗研究所時代における研究部名で、ある。

生化助主小林
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